
 

日本工業規格         JIS 
 D 9301：2004 

一般用自転車 
正 誤 票 

区分 位 置 誤 正 
本体 5.3.2.8 

 
繰返し荷重 繰返し荷重は，7.5.7 の試験

を行ったとき，各部に異常を生じてはな

らない。 
 

（全文削除） 
 

 5.9.6.4 
 

…7.15.5 の試験を… 
 

…7.15.4 の試験を… 
 

 5.9.6.5 
 

…7.15.6 の試験を… 
 

…7.15.5 の試験を… 
 

 5.10.2.7 の後に 
 

（記載なし。） 
 

5.10.2.8 破断トルク 菊座ボルトの破

断トルクは，25 N・m 以上とする。 
 

 表 9 にぎりの

内径の呼び 16
の欄 
 

15.88 
 

15.9 
 

 公差の欄 
 

－0.05 
－0.15 
 

 0 
－0.15 

 7.8.2.2 
 

…最大負荷値を測定する。 
 

…最大負荷値を測定する。 
 なお，エネルギーを吸収させるときの

力は 880 N 未満であってはならない。 
 

 7.12.8 
 

7.12.8 破断トルク 菊座ボルトの破断

トルクは，25 N・m 以上とする。 
 

（全文削除） 
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